
 

平成 24 年 7 月 27 日 
会員各位 
 

日本植物病理学会東北部会 
会長 古屋 廣光  

 
平成 24 年度日本植物病理学会東北部会の開催について 

 
盛夏の候、会員の皆様には益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。 

さて、平成 24 年度日本植物病理学会東北部会を下記のように開催いたしますので、万障

お繰り合わせの上ご出席くださいますようお願い申し上げます。 
なお、本会では、下記のとおり特別講演も企画しております。 

 
記 

１．日時（時刻は予定です） 
  平成 24 年 9 月 13 日（木曜日） 

幹事会   10:30 ～ 12:30  
一般講演  13:00 ～ 17:30  
懇親会   18:30 ～ 20:30  

       9 月 14 日（金曜日） 
総 会   9:00 ～  9:30  
特別講演  9:30 ～ 10:10（別紙案内を参照） 
一般講演  10:10 ～ 12:10  

 
２．場所 
  一般講演、特別講演ならびに総会会場： 山形大学農学部 301 教室 
     〒997-8555 鶴岡市若葉町 1-23 
     TEL 0235-23-1521（代表） 
 
  懇親会会場： 鶴岡ワシントンホテル 
     〒997-0015 鶴岡市末広町 5-20 
     TEL 0235-25-0155 
 
３．講演並びに参加申込み 
（１）講演及び参加申込み締め切り：8 月 24 日（金）（当日も参加受付いたします。） 
（２）参加費 ：1000 円（一般会員）、500 円（学生・院生） 
   懇親会費：6000 円（一般）、4000 円（学生・院生） 
    （いずれも当日受付にてお支払いください） 
（３）参加申込み：原則として e-mail でお願いします。本文中に①申込者氏名、②所属

（略称）、③懇親会出席の有無、④「一般」もしくは「学生」の区分を明記して、

「s.hase@tds1.tr.yamagata-u.ac.jp」あてにお送りください。 
e-mail をご使用でない方は、別添えの参加申込書に必要事項を記入して、下記の

事務局住所まで郵送か FAX で送付してください。 
（４）講演申込み：発表ができるのは日本植物病理学会会員（平成 24 年度会費納入者）

で、1 人 1 題のみです。申込みは原則として e-mail でお願いします。①発表者全員

の氏名（演者の名前の前に○印）、②所属（略称で記す。所属が複数の場合は、名



 

前の後に*印を付し、それぞれの所属名の前にそれぞれ対応する*印を付す）、③和

文演題、④英文演題、⑤発表責任者の e-mail アドレスの５項目を記載して

「s.hase@tds1.tr.yamagata-u.ac.jp」にお送りください。 
e-mail を使用していない方は、上と同じ内容を記載して事務局まで郵送あるいは

FAX で送付してください。 
（５）講演要旨締め切り： 講演を申し込まれた方は 8 月 24 日（金）までに要旨を送付

してください。書式は別添の資料を参照してください。送付は原則として e-mail 
で「s.hase@tds1.tr.yamagata-u.ac.jp」までお願いします。e-mail をお使いでない方は、

8 月 24 日（金）必着で下記事務局まで郵送してください（FAX は受け付けません）。 
（６）講演方法について：１課題 12 分（講演 10 分、質疑 2 分）を予定しています（講演

申込み状況により変更することがあります）。発表は Windows 7 上にマイクロソフ

ト社製 PowerPoint 2010 を搭載した PC プロジェクターを使用します。発表用ファ

イルは、前もって Windows 版 PowerPoint 2010 で正常に表示されることをご確認

ください。なお、容量はできるだけ軽くし、アニメーションなどの効果は一切使用

しないで下さい。発表に使用するファイル名は、「講演番号-発表者氏名」（例

01-Hase）としてください。ファイルは CD-R に保存したものを受付に提出してく

ださい（CD-R にも講演番号と発表者氏名を明示してください）。 
 
４．会場までの交通機関及び宿泊 
（１）宿泊：各自でご予約ください。 
（２）会場(山形大学農学部)までのアクセス（下の地図を参照） 

○鶴岡エスモール（高速バス停留所）から徒歩 10 分、タクシー5 分 

○自家用車：山形高速道路鶴岡インターより 10 分（大学構内駐車可能） 

（３）懇親会会場：下の地図を参照 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
平成 24 年度日本植物病理学会東北部会開催事務局 
〒997-8555 鶴岡市若葉町 1-23 

山形大学農学部 植物病理学分野 長谷 修 
TEL&FAX: 0235-28-2842 
e-mail : s.hase@tds1.tr.yamagata-u.ac.jp 



 

Word ファイルによる講演要旨の作成要領 

 

発表者の方は、講演要旨原稿を平成24年度日本植物病理学会大会に準じて、以下のようにMS Wordファイル

で作成して、Eメールに添付して、平成24年8月24日（金）までに山形大学・長谷(s.hase@tds1.tr.yamagata-u.ac.jp）

へお送りください。ファイル名は、「発表者氏名」＋「.doc」として下さい。Wordファイルによる原稿作成・

Eメールによる送付ができない場合は、長谷までご連絡ください（電話＆ファックス0235-28-2842）。講演要

旨集は部会当日参加者に配布いたします。 

 

Word を起動し、「用紙」をA4 縦方向にする。「フォント」を日本語用は平成明朝またはMS 明朝、英数字

用はTimes New Roman、スタイルを標準、サイズを9 にする。「余白」を上15 mm、下30 mm、左25 mm、右

25 mmとし、「文字数」を50、「字送り」9 pt、行数を51、「行送り」を14 pt にする。全角の英数字は使わな

い。「配置」は「両端揃え」に、句読点は「，」と「．」とする。題目、本文中とも、学名などを必要に応じ

イタリックにする。 

 

和文講演者氏名（1 行）：講演者が複数の場合は中点で区切り、発表者名の前に○印を付ける。所属が異なる

場合は、発表者名の後に1（上付）、2（上付） 印を付ける。 

和文題目（2 行以内）：フォントは平成角ゴシックまたはMS ゴシックとする。 

英文講演者氏名と英文題目（2 行以内）：氏名はfamily name, first name initial, middle name initial の順に書き、

first name initial, middle name initial の間にはスペースを空けない。タイトルとの間は、コロン（：）で区切る。 

本文：9 行以内で記載する。 

所属略称：（1 行）：行スタイルを「右揃え」に変更。中点で区切り、必要があれば1、2の印を付ける。 

発表希望分野：「菌類病」、「ウイルス・ウイロイド病」、「細菌・ファイトプラズマ病」、「植物保護」

の中から1つを選択してください。 

発表内容：「分類・同定」、「検出・診断」、「病原体の性状」、「発生生態」、「感染生理」、「病原性・

抵抗性」、「防除薬剤・薬剤耐性」、「生物防除・防除法」、「その他」の中から1 つを選択してください。

ただし、「その他」の場合には、内容を示すキーワードを付記してください。 

対象植物：カタカナで記載してください。 

対象微生物：和名または学名で記載してください。 

発表者の氏名 

発表者の E メールアドレス 

 

講演要旨原稿の例 

○氏名Ａ1・氏名 B2・氏名 C3 

和文タイトル（角ゴシックかＭＳゴシック） 

Name, A., Name, B., and Name, C.: English Title ( Times New Roman ) 

本文は，9 行以内で－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

－－－－－－－－記載する． 

（1所属 A・2所属 B・3所属 C）    

 



 

 
特別講演のご案内 

 
 
 

題目：いもち病菌生態研究２５年 
 

山形大学農学部 生井恒雄氏  
 
 

生井恒雄氏は、日本植物病理学会の東北地区評議員をはじめ、東北部会長を歴任さ

れるなど、長年にわたって東北部会に貢献されてきました。そこで、これまでのご功

績を拝聴したいという思いから、平成 24 年度東北部会にてご講演いただくことを企

画しました。また、生井恒雄氏は平成 23 年度の日本植物病理学会賞を受賞されまし

たが、東日本大震災の影響により、受賞者講演は今年度に短縮版でのご講演となりま

した。そのため、受賞者講演でご紹介されなかった内容も含めて、特別講演をお願い

しました。特別講演を楽しみにしていただきますよう、ご案内申し上げます。 
 
 
 


